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森へいこう 
 

ミス・ヒッコリーと森のなかまたち 
キャロライン・シャーウィン・ベイリー 作 坪井 郁美 訳 福音館書店 ９３３－ベ 

ミス・ヒッコリーは、頭
あたま

はヒッコリーの実
み

、胴体
どうたい

はリンゴの木
き

の小枝
こ え だ

でできています。ト

ウモロコシの芯
しん

でできた家
いえ

は大
だい

すきでしたが、ひっこしすることになりました。カラスにおし 

えてもらった新
あたら

しい家
いえ

は、リンゴの木
き

にすえられた、大
おお

きな底
そこ

の深
ふか

い鳥
とり

の巣
す

でした。カラス

はミス・ヒッコリーに、友
とも

だちをつくったり、探検
たんけん

したりといくらでもやることは見
み

つかると

いいます。 

 

菜の子ちゃんとマジムンの森 
富安 陽子 作 福音館書店 ９１３－ト 

ユージと転校生
てんこうせい

の菜
な

の子
こ

ちゃんは、学校
がっこう

の帰
かえ

り道
みち

でふしぎな文字
も じ

が書
か

いてある葉
は

っぱを見
み

つ

けます。菜
な

の子
こ

ちゃんは、教室
きょうしつ

の窓
まど

の外
そと

にいた沖縄
おきなわ

の山原
やんばる

の妖怪
ようかい

であるマジムンが落
お

として

いったと言います。菜
な

の子
こ

ちゃんにたのまれたユージは、山原
やんばる

の森
もり

に向
む

かってだれが葉
は

っぱを

落
お

としたかでっかい声
こえ

でたずねました。すると森
もり

じゅうの木々
き ぎ

がこずえをゆらし、しゃべりは

じめました。 

 

もりのかくれんぼう 
末吉 暁子 作 林 明子 絵 偕成社 Ｅ－ハ 

こうえんであそんだかえりみち、けいことおにいちゃんはうちまできょうそうしました。け

いこはあわてておにいちゃんをおいかけて、いけがきのしたをとおりぬけようとしたら、スカ

ートがこえだにひっかかってしまいます。やっといけがきのむこうがわにでたけいこは、みた

こともないおおきなもりのいりぐちにたっていました。 

 
もりのへなそうる   
わたなべ しげお さく 福音館書店 ９１３－ワ 

てつたくんは、おとうとのみつやくんともりへたんけんにでかけて、おおきなきのしたにお

おきなおおきなたまごをみつけます。ふたりはだれにもみつからないように、くさやはっぱを

たくさんとってきて、たまごをすっかりかくしました。てつたくんは、このたまごはもしかし

たらきょうりゅうのたまごかもしれないぞとおもって、むねがどきどきしました。 

 



春をさがして  
大竹 英洋 文・写真 福音館書店 ２９５－オ 

北
きた

アメリカ大陸
たいりく

北部
ほ く ぶ

に広
ひろ

がる森
もり

と 湖
みずうみ

の世界
せ か い

「ノースウッズ」は５月
がつ

になり、ようやく 湖
みずうみ

の氷
こおり

がとけました。ぼくとウェインは、森
もり

の奥
おく

へカヌーの旅
たび

にでかけることにしました。ウ

ェインは森
もり

に育
そだ

つヌマヒノキで作
つく

られたカヌーを使
つか

っています。そして、森
もり

に暮
く

らす鳥
とり

や動物
どうぶつ

たちとの出会
で あ

いを楽
たの

しみにしています。木
き

のカヌーを使
つか

うのは、彼
かれ

らを驚
おどろ

かさない工夫
く ふ う

でも

あります。 

 

きつね森の山男  
馬場 のぼる 著 こぐま社 Ｅ－バ 

あおい森
もり

に気
き

にいったねぐらをみつけた山男
やまおとこ

は、森
もり

のいりぐちにはいろうとしました。す

るとへいたいがとびだしてきて、きつね森
もり

にはいるなといいます。山男
やまおとこ

がキツネが大
だい

すきだ

というと、へいたいどもはきえて、キツネになりました。キツネを毛
け

がわにしようとするとの

さまとの大
だい

せんそうがはじまるので、山男
やまおとこ

はキツネ軍
ぐん

にはいることになります。キツネたち

と山男
やまおとこ

は、とのさま軍
ぐん

がせめよせるのをふせぐため、森
もり

にようさいをきずきました。 

 

また もりへ                  
マリー・ホール・エッツ ぶん・え まさき るりこ やく 福音館書店 Ｅ－エ 

わいわいがやがやというこえがあまりさわがしいので、ぼくはもりへみにいきました。する

とどうぶつたちがぼくをまっていて、みんなでじぶんのとくいなことをやって、うでくらべを

しようといいました。ぼくはよびだしがかりになって、さいしょにきりんをよびました。きり

んがくびをながくながくのばすと、あたまはこのはにかくれてみえなくなってしまいます。 

 

 

 

 

 

 


